
１．開平計算

　数値の平方根を直接計算することができる。ここでは，その方法を説明しよう。まず，

整式で計算方法を確認し，次に数値で計算する。

　例　 　の平方根
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１　 　を 項ずつに区切る（上の図の点線）。区切った中で最も左

側の の平方根は である。これを①とする。①を左側で加えて とする。

２　 より① ①の結果を引き算し，次の 項をおろすと，

となる。

３　次に の一次項②を立てるが，①を 回加えた とこの一次項をかけた式が

の となるように②を立てると である。これが②である。

４　同様にして，左側の列では次々に加えていき，右側の列ではかけた式を次々と引いて

いく。最後に になると，平方根が計算されている。この場合平方根は

　　

である。右の列の最後は平方根の 倍になっていることに注意。

　例　

　　 　　　　　　　　　

　　 　　　　　　　　

　 　　　　　　　　　 　　

　　 　　　　　　　　

　

　　

　計算方法は，文字式と基本的に同じである。
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２．開立計算

　最近は電卓パソコンで計算するので，立方根を直接計算する必要はほとんどないが一

応紹介しておく。整式で計算方法を確認して，数値計算すればよい。
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　立方根は である。第一列は立方根の 倍，第二列は立方根の２乗の３倍を作るよう

に計算すればよい。

　

　数値例　
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